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はじめに
第７講 被害想定とハザードマップと避難

被害想定
ハザードマップ
ハザードマップの活用と課題

１
２
３

２０２３年１１月１２日（土）
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自己紹介（宮崎県での指導実績）

防災士養成研修・基礎コースとスキルアップ研修 ２００７～２０１７
・市民向け、教員・保育向け、福祉施設職員向け

地域向けセミナー ２０１５～２０１６
・土々呂地区、木花地区、日向市

防災授業 ２０１３～２０１５
・中学（北川中（水害編）、宮崎中（津波編））
・県立高校（延岡工業、青雲、日向工業、富島、高鍋）
・全県立高校の生徒会役員（３会場 延岡、宮崎、都城）
・木花地区主催（小学４～６年）
・有水地区主催（小学５～中学３年）
・大平小学校（全校生１４名（小１～６）＋保護者）

市町村職員研修 ２０１０
・宮崎県の全市町村の職員

企業・行政・施設向けセミナー ２００９～２０１５
・ＢＣＰ基礎編３会場、実践編１会場
・延岡市建設業協会
・保育園研修（２会場）
・木花福祉会（木花、加江田，鏡洲の３保育園）

大平小学校



学習のポイント

被害想定・ハザードマップと避難 Ｐ．１３２

（１）被害想定はどのように作成・活用されるか？
・被害想定の項目
・首都直下地震等による東京の被害想定
・南海トラフ巨大地震の被害想定

（２）ハザードマップの主な種類
・地震ハザードマップ（震度分布図）※
・津波ハザードマップ
・洪水ハザードマップ
・火山ハザードマップ

（３）ハザードマップの活用と課題
・ハザードマップを地域・過程で確認しあう
・ハザードマップ利用の課題
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はじめに
第７講 被害想定とハザードマップ

被害想定
１．１．被害想定とは
１．２．被害想定の項目
１．３．被害想定の活用上の留意点
ハザードマップ
２．１．ハザードマップとは
２．２．ハザードマップの主な類型
ハザードマップの活用と課題
３．１．ハザードマップの有効性
３．２．ハザードマップを家庭・地域で確認しあう
３．３．ハザードマップ利用の課題

１

２

３

目 次



はじめに（防災の基礎知識）

（１）防災の検討手順と用語
（２）防災と避難
（３）ハザードマップの見直しのきっかけ
（４）想定外とは
（５）南海トラフ巨大地震とは（レベル１とレベル２）
（６）洪水ハザードマップの見直し



防災の検討手順

ＳＴＥＰ１ 被害想定

ＳＴＥＰ２ 対応方針

ＳＴＥＰ３ 予防対策

ＳＴＥＰ４ 対応計画（緊急・初動、復旧）

ＳＴＥＰ５ 防災装備

ＳＴＥＰ６ 実効性向上（啓発・訓練・見直し）
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対象とする災害・規模
発生時期・時間帯など



防災の用語とハザードマップ（私見）

・ハザード（障害物、危険物・・・防災では「外力」を指す）
・ダメージ（被害）
・プリベンション（予防）
・リダクション（減災・・・減殺から転じた造語）
・レスポンス（対応）
・プリペアドネス（対応のための備え）
・リカバリー（復旧・・最近では「リジリエンス（復元）」）

➡「ハザードマップ」の範囲はいろいろ
（被害想定図～防災マップまで）



はじめに（防災の基礎知識）

（１）防災の検討手順と用語
（２）防災と避難
（３）ハザードマップの見直しのきっかけ
（４）想定外とは
（５）南海トラフ巨大地震とは（レベル１とレベル２）
（６）洪水ハザードマップの見直し



そもそも防災とは

防災とは災害対策基本法（１９５９年）で下記と定義
災害を未然に防止し、災害が発生した場合に
被害の拡大を防ぎ、及び災害の復旧を図ること
＝防災とは予防＋初動（応急）対応＋復旧対応

・減災：ソフトで被害の最小化
・リジリエンス：しなやかに回復
・国土強靭化：国を挙げて

9

防災



危機管理の基本
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①ベストの危機管理は危機に陥らないこと
≒予防（弱点を知り、改善する事）
・ニュースになることはない。

②セカンドベストは被害の最小化と早期復旧
≒避難、減災、リジリエンス
・ニュースになる。
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避難とは？・・・二つの意味があります

一つ目は、危ない場所にいる方が安全な場所に行くこと
安全な場所を避難場所といいます。
・洪水では・・・・・・・・洪水避難場所（高いところ）
・大規模火災では・・広域避難場所（広いところ）

安全な場所の丈夫な建物に住み、避難しないで済むことが最善で
す。避難率ゼロが防災です。 

避難は次善の策です。メディアは避難率１００％を良しとする。

二つ目は、避難所（収容避難所、指定避難所）
家を失ったり、ひとりでは生活ができないひとが頼る所
・避難所（収容避難所、指定避難所）

避難所にお世話にならずに済むこと（支援に向かう場所）
※家族の集合場所ではない！

避難とは



河川が氾濫した場合の避難場所

高い所が洪水避難場所です

０ｍ

４ｍ

８ｍ

１２ｍ

水面から地面までの深さ



佐用町での水害事故（２００９年）１／２
小学校への避難途中に低地の用水路で流され９名が死亡

幕山川

①安全な立地 ②事前の避難 ③２階での退避（垂直避難）

避難とは危険を避ける事≠学校に行くこと



佐用町での水害事故（２００９年）２／２

×

×

幕山住宅

旧・小学校

幕山住宅



神戸市ＨＰより
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避難所

避難所（収容避難所、指定避難所）
家を失った方、要援護者・・
早い者勝ちではない
現状では住民が殺到、人であふれる
➡家族の集合場所ではない（危険）

そもそも地震だ！避難だ！は大間違い。
空爆の後に防空壕に逃げますか？
（地震➡救出、初期消火）



はじめに（防災の基礎知識）

（１）防災の検討手順と用語
（２）防災と避難
（３）ハザードマップの見直しのきっかけ
（４）想定外とは
（５）南海トラフ巨大地震とは（レベル１とレベル２）
（６）洪水ハザードマップの見直し



大川小学校の悲劇とハザードマップ
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ハザードマップの
設定条件

（宮城県沖地震）



三陸（１８９６年）では
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石巻市北部で起きたこと

津波高１２ｍ

津波高９ｍ

津波高１５ｍ

近隣住民約５０名が死亡

近隣住民約２００名が死亡

医師・看護師・入院患者６４名が死亡
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・北上支所（津波避難場所）で多くの
犠牲者（５０数名）

・大川小学校の悲劇、多くの小学生の
他にも近隣住民約２００名が死亡

・雄勝病院での多くの死者（入院患者
全員と医師・看護師をあわせて６４名）

悲劇の原因は？

対象とする災害（規模）は？
・宮城県沖地震？
・三陸地震津波？

大川小学校の悲劇の原因は？

津波到達まで５０分、迎えに行かなかった親が子供に
最後まで寄り添った先生を訴えた（個人的見解）



はじめに（防災の基礎知識）

（１）防災の検討手順と用語
（２）防災と避難
（３）ハザードマップの見直しのきっかけ
（４）想定外とは
（５）南海トラフ巨大地震とは（レベル１とレベル２）
（６）洪水ハザードマップの見直し



①戦場の霧
・偵察（戦闘機やヘリ２５機）

偵察／情報将校

自衛隊の初動対応 １／３

被災地では部隊が救出活動を開始
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①戦場の霧
・偵察（戦闘機やヘリ２５機）

②勝つための戦略
③活動計画（時間との戦いも）
・戦力配分（短期戦ｏｒ長期戦）
・前線基地
・進入路
・兵站計画

作戦参謀

偵察／情報将校

陸海空自衛隊の統合（ＪＴＦ－ＴＨ）
統合部隊の指揮官（君塚陸将）の訓話
・我々の前に道はない。我々が作る。

本部の意思
決定と指揮
官の役目

自衛隊の初動対応 ２／３
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①戦場の霧
・偵察（戦闘機やヘリ２５機）

②勝つための戦略
③活動計画（時間との戦いも）
・戦力配分（短期戦ｏｒ長期戦）
・前線基地
・進入路
・兵站計画

作戦参謀

偵察／情報将校

陸海空自衛隊の統合（ＪＴＦ－ＴＨ）
統合部隊の指揮官（君塚陸将）の訓話
・我々の前に道はない。我々が作る。

対策本部の役目
戦場の霧をはらす
先読みと方針
戦い方を決める
徹底を図る
鼓舞する

本部の意思
決定と指揮
官の役目

自衛隊の初動対応 ３／３



２０１１年４月

貨物船の被害

釜石グレーンセンター

港側から見たグレーンセンターの被害

・構内の人的被害なし（
・構内は一部浸水、設備被害は大
・専用ふ頭が甚大な被害
・２０１１年４月１３日工場一部再開
・専用ふ頭の完全復旧は２０１２年３月

新日鉄住金・釜石の被害と復旧

新日鉄住金構内のガレキ仮置
２０１１年４月

新日鉄住金・釜石

企業の事例① 旧・新日鐵釜石 １／２

・社員の２０％が津波で自宅を
失った。



企業の事例① 旧・新日鐵釜石 ２／２
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考えて決断



●３月１２日 ・３月１４日まで全工場一斉操業停止・・・まず３日間停止
地域の復興支援やグループの従業員の安全を優先するため

●３月２２日 ・３月２６日まで操業停止を延長（一斉操業停止は約２週間）
延長期間は経営判断

●３月２７日 ・豊田社長が被災地（メーカ、ディーラー、役場）訪問
これからも皆様と一緒にモノづくりをやっていこうとコメント。

●４月 ８日 ・１８日から全工場で生産再開予定（稼働率５割）・・・Ｘ日＋１０日
Ｘ日は経営判断（インフラやサプライチェーンの状況で）

（新聞報道より）

マニュアル（２００５）通り。
マニュアルとは？ いつ何をどう意思決定するか

27
想定外とは・・思考停止した方の言い訳

企業の事例② トヨタ

※Ｘ日＋１０日
・２００５年当時の対象地震は東海地震で目標復旧時間は１０日
・対象地震を南海トラフ地震に変更

     ・南海トラフ地震に対する目標復旧時間をＸ日＋１０日とした。



はじめに（防災の基礎知識）

（１）防災の検討手順と用語
（２）防災と避難
（３）ハザードマップの見直しのきっかけ
（４）想定外とは
（５）南海トラフ巨大地震とは（レベル１とレベル２）
（６）洪水ハザードマップの見直し



海溝型地震の原因とレベル１、２

29毎年ハワイが聞か付いてくる
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南海トラフ地震のレベルと目標

（２０１３年５月）



レベル１で対策・対応を検討 ＋ 念のための津波避難
31

南海トラフ地震のレベルと目標



はじめに（防災の基礎知識）

（１）防災の検討手順と用語
（２）防災と避難
（３）ハザードマップの見直しのきっかけ
（４）想定外とは
（５）南海トラフ巨大地震とは（レベル１とレベル２）
（６）洪水ハザードマップの見直し



カスリーン台風（１９４７年９月）の被害

従来のハザードマップの例 １／２



カスリーン台風（１９４７年９月）の被害

従来のハザードマップの例 ２／２



現在の洪水ハザードマップ １／３

①広範囲の地形図を作成する。

②堤防の決壊箇所と決壊幅などを設定する（複数ケース）。

③氾濫シミュレーションを行い、浸水位を求め、複数ケース
の内、各地点の最高浸水位を求める。

④最高浸水位から地盤標高を差し引いて最大水深を求め
る。

⑤浸水深の範囲（ランク）を決めて着色する

≒起こりうる最大



現在の洪水ハザードマップ ２／３

氾濫シミュレーション



現在の洪水ハザードマップ ２／２

テキストのｐ１３５の図１
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氾濫流とは（常総市）

氾濫流

氾濫流の範囲では垂直避難は適さない

頑張ったヘーベルハウス

救出にきたヘリ



大淀川の洪水ハザードマップ（国土交通省）



標高の調べ方



標高を知る



氾濫危険水位＝５．５ｍ＋０．４ｍ＝５．９ｍ

氾濫危険水位を知る

42
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はじめに
第７講 被害想定とハザードマップ

被害想定
１．１．被害想定とは
１．２．被害想定の項目
１．３．被害想定の活用上の留意点
ハザードマップ
２．１．ハザードマップとは
２．２．ハザードマップの主な類型
ハザードマップの活用と課題
３．１．ハザードマップの有効性
３．２．ハザードマップを家庭・地域で確認しあう
３．３．ハザードマップ利用の課題

１

２

３

目 次
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（１）被害想定の概要・目的・作成方法
（２）被害想定の検討事例（地震災害を例に）
（３）シミュレーションの種類
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・概要：災害が発生した場合の被害状況を予想する

・被害想定の目的
・防災計画の基礎資料
・ハザードマップの基礎資料
➡防災意識の開発

・作成方法
・条件設定（季節・昼夜・天候（風向・風速など））

・被害推定式（過去の被害事例の分析）
・シミュレーション

・被害想定結果

被害想定の概要・目的・作成方法 Ｐ．１３２
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（１）被害想定の概要・目的・作成方法
（２）被害想定の検討事例（地震災害を例に）
（３）シミュレーションの種類
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被害想定の検討事例（地震災害を例に） １／３
/

例）
・東日本大震災
・南海トラフ地震

例）
・阪神淡路大震災
・熊本地震

１）対象とする地震（直下地震、海溝型地震）
・過去の地震の再来
・想定される地震（起こりうる最大）



直下地震

・規模は小さい
・近くで起きる

震 度
①マグニチュード
②距離減衰
③表層地盤での増幅

２）揺れの大きさ（震度）の予測

被害想定の検討事例（地震災害を例に） ２／３



３）震度分布図（東海地震の例）

被害想定の検討事例（地震災害を例に） ３／３
/



木造の全壊率（倒壊はこの約１割）

５強 ：びっくりした～
６弱 ：古い・木造・２階建・瓦屋根（丈夫な家もあるが）
６強以上 ：古い木造密集地で大災害
※死者の９８％は旧耐震住宅

50

７
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・約５０人当たり１人

・全壊２００棟に１件

※神戸市の死者率は０．３％、芦屋市は０．５％

⇨死者率は０．３％

・１世帯２．５人として

・マンションなど１０００世帯として

地域被害の想定例（小学校区（１万人あたり））

・全壊率３０％と仮定

人口 １０，０００ 人

世帯数 ４，０００ 世帯

木造棟数 ３，０００ 棟

全壊 ９００ 棟

倒壊 ９０ 棟

生埋め（夜） ２００ 人

重傷者 １００ 人

⇒死者 ３０ 人

出火件数 ４～５ 件

・全壊の１０％と仮定（木造の３％）

（阪神淡路大震災・夜間発生では）

木造家屋による被害の推定（震度６強として）



52

（１）被害想定の概要・目的・作成方法
（２）被害想定の検討事例（地震災害を例に）
（３）シミュレーションの種類



（３）シミュレーションの種類

１）地震波の伝播（長周期地震動の例）



54１９９５年ごろ（コンピュータの能力の限界）

（３）シミュレーションの種類

２）津波シミュレーション（南海トラフ地震（尾鷲市））



・地震による建物被害と出火率➡出火件数を設定
※出火率は季節（夏・冬）・時間帯ごとに設定
・延焼速度は建物の種類や密集率、気象条件（風速など）を設定
・大規模空地や広幅員道路等による焼け止まりをモデル化
・消防力の運用の効果も考慮できる

３）地震時の火災延焼シミュレーションの例

（３）シミュレーションの種類



（３）シミュレーションの種類（前述）

４）洪水シミュレーション
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はじめに
第７講 被害想定とハザードマップ

被害想定
１．１．被害想定とは
１．２．被害想定の項目
１．３．被害想定の活用上の留意点
ハザードマップ
２．１．ハザードマップとは
２．２．ハザードマップの主な類型
ハザードマップの活用と課題
３．１．ハザードマップの有効性
３．２．ハザードマップを家庭・地域で確認しあう
３．３．ハザードマップ利用の課題

１

２

３

目 次
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（１）被害想定における主な項目
（２）定量的評価と定性的評価（＋阪神淡路大震災）
（３）被害想定の事例（首都直下、南海トラフ）
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被害想定における主な項目 Ｐ．１３３
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（１）被害想定における主な項目
（２）定量的評価と定性的評価（＋阪神淡路大震災）
（３）被害想定の事例（首都直下、南海トラフ）



定量的評価と定性的評価

１）定量的評価の例（前述）

２）定性的評価の例

・パニックによる被害（部分的には解析可能だが・・（個別要素法））
・ＰＴＳＤ（心的外傷後ストレス障害）
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阪神淡路大震災での夜明け 風速≒０ｍ
直接死は約５，５００名、即死は約４，０００名

動 画

（ＮＨＫ 報道写真より）

阪神淡路大震災の被害の特徴



液状化現象



液状化による噴砂
ポートアイランド（液状化対策を超える被害）

64
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液状化➡地盤沈下



火力発電所（早期再開）

66



電力復旧と通電火災

通電火災の可能性も

（阪神淡路大震災～応急送電までの７ｄａｙｓ／関西電力） 67



自動遮断装置への疑問

倒壊の危険性がある旧耐震の木造住宅には必要。

新耐震住宅では？
➡強制的に停電になりますが、大丈夫ですか？

電力会社も通電火災が起きないように配慮して電
力復旧を行うので、阪神淡路大震災以降、通電火
災は少なくなった。



地震発生は２０１８年９月６日
１号機、２号機、４号機が停止（３号機は廃止されていた）

電圧変動に拠り、北海道全域が停電（ブラックアウト）

・１号機は９月１７日に運転を再開 ：１１日目
・４号機は９月２５日に運転を再開 ：１９日目
・２号機は１０月１０日に運転を再開 ：３４日目

地震の揺れで停止した火力発電所の復旧は約１週間～１ヵ月
首都直下、南海トラフでは？

胆振東部地震での苫東厚真発電所の被害と復旧

69

発電所の被害と復旧について



携帯電話の充電が十分でも
・受信アンテナ（基地局）のバッテリーは６時間
・復旧しても音声は通信規制

固定電話は
・交換局の非常用電源は半日程度
・復旧しても通信規制

数時間で通信機能を失う

通信のほかにどんな影響がでる？
・停電ではポンプは？
・停電・断水で病院は？
・避難所（小学校）に住民が殺到すると？
・学校が長期休校だと？

携帯メールは基地局バッテリーが切れる５時間は使用可能
（平成２６年度 静岡県健康福祉部の介護施設向けガイドライン）

70

広域停電と被害の連鎖
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（１）被害想定における主な項目
（２）定量的評価と定性的評価（＋阪神淡路大震災）
（３）被害想定の事例（首都直下、南海トラフ）
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表２ 被害想定の事例（１） P．１３３



首都圏の地震

関東大震災の可能性は？
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地震の大きさと発生回数

（１００年以上先）



いつ？どこで、どれぐらいの大きさで？

社会的影響が最も
大きい地震は？
どこで起きたら？
・死者が多い
・インフラが壊滅
・交通網が壊滅

（内閣府・中央防災会議資料に加筆）

都心の南部に震源
（発生確率は不明）

実際は？
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都心南部直下地震（Ｍ７．３）

首都機能を襲う地震、可能性は？？
阪神淡路大震災と比べて被害規模は？

川崎市
約１５０万人



縄文海進と標高５ｍ以下の範囲

77
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首都圏の火力発電所は？
（図３．５－１と同様）



参考：電力融通（２０２１年現在）



電力会社の発電能力（２０２３年現在）

電力会社 発電能力
（万ｋｗ）

北海道電力 ４４０

東北電力 １３５０

東京電力 ４０６０

中部電力 ２１４０

関西電力 １９９０

北陸電力 ３７９

中国電力 ７４０

四国電力 ５３０

九州電力 １０３０

沖縄電力 １５０

発電所 発電量
（万ＫＷ）

直江津 ２３８

広野 ４４０

常陸那珂 ２００

鹿嶋 ５６６

計 １，４４４

東京湾岸以外

＋
６０５（東北から）
２１０（中部から）

≒

２，２５５

計画停電が長期化



項 目 被害概要

揺れ 都心付近で６強、広域に６弱

液状化 海抜５ｍ以下は液状化が広範囲に発生

電気 発電所被害で広域停電、復旧に数週間

通信 広域停電で数時間で停止、復旧に数週間

ガス 埋設管被害で長期に共用停止

上水道 埋設管被害で長期に共用停止

下水道 地下の排水管被害で使用停止

幹線道路 橋梁部で段差、応急復旧後も交通規制

生活道路 低地部は液状化被害、復旧まで長期間

鉄道 各地で脱線、長期に停止

港湾 岸壁やヤードに被害、アクセス路も被害

空港（羽田） 滑走路に液状化・沈下、アクセス路も被害

自衛隊 即日に行動開始

緊急消防援助隊 即日に行動開始

ボランティア 立上りは早いが、被災地到着には１週間程度

病院 停電・断水の状況で重傷者が殺到

学校 多くの避難者で教育再開の見込み立たず

首都直下地震の被害想定（私見）

81

その他の被害
・エレベータ緊急停止
➡数万台で閉じ込め

・飲食料不足
・ガソリン不足
・
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首都直下地震での被害シナリオ Ｐ．１３３



項 目 被害概要

揺れ 山梨から四国まで広範囲に６強、６弱

津波 伊豆半島から宮崎県まで大きな津波

液状化 液状化が広範囲に発生

電気 四国、関西、中部で広域停電、復旧に数週間

通信 広域停電で数時間で停止、復旧に数週間

ガス 埋設管被害で長期に共用停止

上水道・下水道 埋設管被害で長期に共用停止

幹線道路 橋梁部で段差、応急復旧後も交通規制

生活道路 低地部は液状化被害、復旧まで長期間

鉄道 各地で脱線、長期に停止

港湾 岸壁やヤードに被害、アクセス路も被害

空港 滑走路に液状化・沈下、アクセス路も被害

自衛隊 津波警報発令で活動範囲が限定

緊急消防援助隊 津波警報発令で活動範囲が限定

ボランティア 被災範囲が広く、本格活動まで1ヵ月

病院 停電・断水で病院機能低下、重傷者が殺到

学校 多くの避難者で教育再開の見込み立たず

南海トラフレベル１の被害想定（私見）

83

その他の被害
・エレベータ緊急停止
➡数万台で閉じ込め

・飲食料不足
・ガソリン不足
・
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静岡県第４次被害想定のシナリオ

南海トラフ地震での被害シナリオの例

宮崎県では？
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飲食料が底をつく約１週間以内に住民を数百万人規
模で全国各地に移送する必要がある。

緊急物資輸配送を支える物流Ｎｅｔシステム
（一般社団法人・全国物流ネットワーク協会）

阪神淡路大震災では、小中学生２万人が疎開した。

見落としの例（疎開者は？）

都市直下地震では？

関東大震災では、東京の人口約２５０万人の内、
約１００万人（４０％）が疎開した。

南海トラフ地震では？

宮崎県では？
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南海トラフ巨大地震の被害想定 Ｐ．１３４

レベル２については前述



南海トラフ地震と巨大地震（当時の私見）

東北の太平洋岸では、次は宮城県沖地震Ｍ７．４だと思っていた。
巨大な地震Ｍ９，０を見逃した！
巨大すべりによる巨大な津波も見落とした！
次は見逃すわけにはいかない！
東海・東南海・南海地震（Ｍ８，６）は妥当か？
起こりうる最大を考えよう。
➡過去に起きた事のない、未来永劫起き無いかも知れなくても。

海溝とトラフの違いはあるがＭ９にしよう（起こりうる最大）。
・M９のエネルギーはＭ８．６の４倍
案１：面積を４倍（南・東・西に拡げられない。北に４倍？）
案２：滑り量を４倍
案３：面積を２倍（北に広げ、日向灘を取り込み）、滑り量を２倍◎

津波に関しては６０ｍの巨大すべりを考えよう。

科学的知見として発表しよう（根拠は無いが）。



※Ｍ９はＭ８．６の４倍のエネルギー

南海トラフのレベル１とレベル２

高知県ホームページ（高知大学岡村眞特任教授） 88

巨大滑り（６０ｍ）を各所に配置

揺れの大きさは
日向灘地震と同じ
津波は大きい

巨大な直下地震？



津波の発生～遡上まで

89



津波発生と地盤沈降

８ｍの隆起

５０ｍの水平移動➡６０ｍ

８ｍ

（月に５ｍｍ、年間６ｃｍ、１００年で６ｍ、８３０年で５０ｍ）

起こり得る最大規模 １０００年で６０ｍ

巨大すべり

90



浅くなるとスピードが落ちて倍の１６ｍ（釜石湾・宮古湾）

７００ｋｍ／ｈｒ１００ｋｍ／ｈｒ

１６ｍ ← ８ｍ

・平野部では内陸５ｋｍまで ２０１１．３．１６

91

浸水高



斜面に沿って遡上する（最高は海抜４０ｍ）

２０ｋｍ／ｈｒ

３２ｍ ← １６ｍ ← ８ｍ

２０１３．４ ３８ｍ

標高３０ｍで監視していた消防団員６名が死亡

92

遡上高



南海トラフ巨大地震（レベル２）の津波高

34m（遡上高？）

20m～
20m～

10m～20m

60mの巨大滑りをあちこちに配置

念のための津波避難



半割れ（レベル２）の震度分布 １／２

この地図は、２０２３年３月４日放送のＮＨＫスペシャルのドラマ「南海
トラフ巨大地震」の想定の震度分布図です。

四国や近畿、それに九州の各地で震度７。南海トラフ地震のうち
西の「半割れ」の想定イメージ。Ｍ８．９（レベル２）です。



半割れ（レベル２）の震度分布 ２／２

この地図は、２０２３年３月４日放送のＮＨＫスペシャルのドラマ「南海
トラフ巨大地震」の想定の震度分布図です。

愛知や静岡、三重で震度７。関東甲信や近畿も６強～６弱の揺れ。
太平洋側の人口密集地帯を巨大地震が「連発」する。
東の「半割れ」の想定イメージ。Ｍ８．９（レベル２）です。



参考 南海トラフ地震と巨大地震（当時の私見）

東北の太平洋岸では、次は宮城県沖地震Ｍ７．４だと思っていた。
巨大な地震Ｍ９，０を見逃した！
巨大すべりによる巨大な津波も見落とした！
次は見逃すわけにはいかない！
東海・東南海・南海地震（Ｍ８，６）は妥当か？
起こりうる最大を考えよう。
➡過去に起きた事のない、未来永劫起き無いかも知れなくても。

海溝とトラフの違いはあるがＭ９にしよう（起こりうる最大）。
・M９のエネルギーはＭ８．６の４倍
案１：面積を４倍（南・東・西に拡げられない。北に４倍？）
案２：滑り量を４倍
案３：面積を２倍（北に広げ、日向灘を取り込み）、滑り量を２倍◎

津波に関しては６０ｍの巨大すべりを考えよう。

科学的知見として発表しよう（根拠は無いが）。

そろそろ、見直しが始まるはず
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はじめに
第７講 被害想定とハザードマップ

被害想定
１．１．被害想定とは
１．２．被害想定の項目
１．３．被害想定の活用上の留意点
ハザードマップ
２．１．ハザードマップとは
２．２．ハザードマップの主な類型
ハザードマップの活用と課題
３．１．ハザードマップの有効性
３．２．ハザードマップを家庭・地域で確認しあう
３．３．ハザードマップ利用の課題

１

２

３

目 次
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（１）被害想定の活用上の留意点（要旨）
（２）真備町での水害について（水害）
（３）被害想定の事例（南海トラフ・レベル１）
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被害想定の活用上の留意点（要旨） Ｐ．１３４

➀被害想定はどのような前提に基づいているかに注意
する必要がある。
例）
・地震の種類（直下地震、海溝型地震）
・震源位置や規模（レベル）
・発生時期・時間
・気象条件（風速や風向など）

②対策や対応で被害が変わる
・先ずは事前対策（予防対策）
・次に対応計画（避難など）

③正常性バイアス（被害を過小評価しやすい）に注意
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（１）被害想定の活用上の留意点（要旨）
（２）真備町での水害について（水害）
（３）被害想定の事例（南海トラフ・レベル１）



ハザードマップについて

101
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（１）被害想定の活用上の留意点（要旨）
（２）真備町での水害について（水害）
（３）被害想定の事例（南海トラフ・レベル１）
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１４７年

９０年

東海地震は？東南海地震から約７０年、余震ではなく本震に備えよ
次は 前回＋最短周期±多少の幅

１９４５ ＋ ９０ ±α ＝２０３５年±α＝あと１０年±α

大きめの東南海（安政型）？３連動（宝永型）？

過去の南海トラフ地震（レベル１） 

東海・東南海・南海（＋日向灘?）

東海・東南海

南海
３２時間

小さ目の東南海

南海
２年

富士山の噴火

次は？いつ、どれぐらい？

９０年～１５０年間隔

全割れ

半割れ

半割れ



９０年

全割れ、半割れ、一部割れ

１４７年
全割れ：Ｍ８．６

半割れ：Ｍ８．４、Ｍ８．４

半割れ：Ｍ８．０、Ｍ７．９

一部割れ（起きた事はない）

３２時間

２年間

全割れ

半割れ

半割れ
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東海地震の震度分布

東海・東南海地震の震度分布

東海・東南海・南海地震の震度分布
（内閣府・中央防災会議資料に加筆）

Ｍ８．２

Ｍ８．４

Ｍ８．６

マグニチュードが０．２違うと
エネルギーは２倍

図４．４－８ 連動型とは（震度）

揺れが西に広がる
長い時間揺れる



106（内閣府・中央防災会議資料に加筆）

図４．４－９ 連動型とは（津波高）



図４．４－１０ 南海トラフ地震レベル１の震度分布

山梨県でも震度６強～７

揺れによる被害が広範囲
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Ｍ８．６

（内閣府・中央防災会議資料に加筆）

図４．４－１１ 南海トラフ地震レベル１の津波高

大阪湾では？
・沈下は？
・液状化は？
・防潮堤は？



図４．４－１２ 東海地震の津波ＣＧ（２００４年）

109
揺れで防潮堤が壊れたら津浪が怖い



日向灘地震での津波高

包含

北浦 ３．８

延岡 ３．０

門川 ４．３

日向 ４．２

都農 ４．３

川南 ４．５

高鍋 ４．２

新富 ４．９

佐土原 ４．７

宮崎 ３．６

日南 ４．２

南郷 ５．１

串間 ３．５

５ｍ

110
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宮崎市の特徴（標高での検討）

境界付近に
・貝塚
・神社仏閣
※東日本大震災
で被災していな
い神社は９５％

標高１０ｍ以下



図２．２－２ 標高図の作り方
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参考 県内の支援の事例
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遠野市は人口３万人、職員は少ない。
・沿岸部への道路確保はだれが？
・搬送はだれが？
・受け入れや被災地での活動はだれが？

多くの市民や事業者の協力

参考 県内の支援の事例
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参考 後方支援拠点（宮崎県）
２０１５年資料 津波被害に遭わない高速道

各地に後方支援拠点



参考 都城市の後方支援計画
都城市大規模災害時後方支援計画（２０１６年）

串間市

日向市

宮崎市
都城市（人口１６万人）

関西での
広域支援
計画は？



九州の特徴（九州電力は？）

区分 出力

原子力 ４７０万ＫＷ

水力（揚水式を含む） ３６０万ＫＷ

火力 １，０３０万ＫＷ

九州電力の発電能力 火力発電所の位置

火力発電所の発電能力

発電所 出力

新小倉 １８０万ＫＷ

苅田 ７４万ＫＷ

豊前 １００万ＫＷ

新大分 ２７５万ＫＷ

松浦 ７０万ＫＷ

相浦 ８８万ＫＷ

苓北 １４０万ＫＷ

川内 １００万ＫＷ
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はじめに
第７講 被害想定とハザードマップ

被害想定
１．１．被害想定とは
１．２．被害想定の項目
１．３．被害想定の活用上の留意点
ハザードマップ
２．１．ハザードマップとは
２．２．ハザードマップの主な類型
ハザードマップの活用と課題
３．１．ハザードマップの有効性
３．２．ハザードマップを家庭・地域で確認しあう
３．３．ハザードマップ利用の課題

１

２

３

目 次



ハザードマップとは Ｐ．１３４



津波警報後のフロー

120

地震発生・津波警報

自宅は安全か？

自宅は使えるか？

津波避難場所

津波警報解除

自宅での生活 避難所での被災生活

仮設住宅での生活

ＮＯ

ＹＥＳ

ＮＯ

ＹＥＳ
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東京都北区荒川洪水ハザードマップ Ｐ．１３５
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訓練の事例（作業所の位置と標高）

◆2.7M

◆2.4M

■2.2M

◆2.2M

◆0.3M

■1.4M
●岩淵水門

被害状況
岩淵水門が決壊
荒川右岸に浸水
浸水位は5ｍ
3日程度で水位低下

×



事業所名 氾濫危険
水位

浸水位
地盤
標高

最大
浸水深

到達
時間

決壊（岩淵水門上流） ６．６ｍ ４．６ｍ

作業所Ａ ６．４ｍ ３．４ｍ １．４ｍ ２．０ｍ ３時間

作業所Ｂ ６．２ｍ ４．２ｍ ２．４ｍ １．８ｍ ２時間

作業所Ｃ ６．２ｍ ４．２ｍ ２．７ｍ １．５ｍ ２時間

作業所Ｄ ５．７ｍ ３．７ｍ ２．２ｍ １．５ｍ ７時間

作業所Ｅ ５．６ｍ ３．６ｍ ２．２ｍ １．４ｍ ８時間

作業所Ｆ ５．４ｍ ３．４ｍ ０．３ｍ ３．１ｍ １０時間

※被害は比較的軽く氾濫危険水位－２ｍ程度とし、
最大浸水深＝岩淵水門水位－２ｍ－水面勾配（予想） －地盤高

※浸水解消まで３日間とする（被害が大きい場合は１０日程度）

訓練の事例（予想浸水状況 私見）



124

はじめに
第７講 被害想定とハザードマップ

被害想定
１．１．被害想定とは
１．２．被害想定の項目
１．３．被害想定の活用上の留意点
ハザードマップ
２．１．ハザードマップとは
２．２．ハザードマップの主な類型
ハザードマップの活用と課題
３．１．ハザードマップの有効性
３．２．ハザードマップを家庭・地域で確認しあう
３．３．ハザードマップ利用の課題

１

２

３

目 次
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（１）洪水ハザードマップ
（２）水害リスクマップ
（３）火山ハザードマップ
（４）津波ハザードマップ
（５）国土交通省のハザードマップポータルサイト



右岸

左岸

堤内

堤外

河川（外水）氾濫 鬼怒川の決壊（２０１５年）

線状降水帯➡増水➡越流➡決壊



吉川市内（内水氾濫）

127



吉川市の内水氾濫での道路浸水

128
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（１）洪水ハザードマップ
（２）水害リスクマップ
（３）火山ハザードマップ
（４）津波ハザードマップ
（５）国土交通省のハザードマップポータルサイト



（２）水害リスクマップ Ｐ．１３６

（２）水害リスクマップ（最高浸水深➡浸水の発生頻度）
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（１）洪水ハザードマップ
（２）水害リスクマップ
（３）火山ハザードマップ
（４）津波ハザードマップ
（５）国土交通省のハザードマップポータルサイト



（３）火山ハザードマップ（宝永噴火）

宝永火口

降灰厚は噴火規模・風向・風速で異なる。
健康障害、車両走行不能、鉄道停止、停電に伴う障害など

宝永噴火による
降灰（内閣府）

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Volcanic-ash-downfall_map_of_Mt.Fuji_Hoei-eruption01.jpg


富士山噴火の溶岩流（最大）



富士山噴火の降灰（最大）
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首都直下、南海トラフ、富士山噴火の連動は

関東大震災は１００年以上先（来世紀以降）

首都直下地震がたびたび発生
南海トラフ地震が今世紀前半に発生
直後に富士山噴火の可能性がある

南海トラフ地震の発生間隔は９０年～１５０年
前回はおよそ１９４５年で、解放されたエネルギーは小さい
次回は２０３５年～２０９５年の前半か？

阪神淡路大震災から５０年とすると
次回は１９９５年＋５０年＝２０４５年ごろ
➡今世紀前半（２０３５年～２０５０年）の可能性が高い

富士山噴火は南海トラフ地震と連動する可能性がある

首都直下地震
➡Ｍ７クラス：約１０年～３０年に１回（ １００年～３００年に約１０回）
➡Ｍ６クラス：その１０倍とすると約１年～３年に１回



火山ハザードマップ（霧島山）
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（１）洪水ハザードマップ
（２）水害リスクマップ
（３）火山ハザードマップ
（４）津波ハザードマップ
（５）国土交通省のハザードマップポータルサイト



（４）津波ハザードマップ

南海トラフ巨大地震（レベル２）の津波高 （再掲）
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（１）洪水ハザードマップ
（２）水害リスクマップ
（３）火山ハザードマップ
（４）津波ハザードマップ
（５）国土交通省のハザードマップポータルサイト



（５）国土交通省のポータルサイト Ｐ．１３７



宮崎県地域防災計画（令和５年３月修正）
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はじめに
第７講 被害想定とハザードマップ

被害想定
１．１．被害想定とは
１．２．被害想定の項目
１．３．被害想定の活用上の留意点
ハザードマップ
２．１．ハザードマップとは
２．２．ハザードマップの主な類型
ハザードマップの活用と課題
３．１．ハザードマップの有効性
３．２．ハザードマップを家庭・地域で確認しあう
３．３．ハザードマップ利用の課題

１

２

３

目 次
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ハザードマップの有効性 Ｐ．１３８



雲仙普賢岳の火砕流（死者４３名）



小貝川（１９８１）と鬼怒川（２０１６）の決壊

（吉川市）

鬼怒川

小貝川

利根川

線状降水帯➡増水➡越流➡決壊

江戸川

145



小貝川の決壊（ １９８１年８月）
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はじめに
第７講 被害想定とハザードマップ

被害想定
１．１．被害想定とは
１．２．被害想定の項目
１．３．被害想定の活用上の留意点
ハザードマップ
２．１．ハザードマップとは
２．２．ハザードマップの主な類型
ハザードマップの活用と課題
３．１．ハザードマップの有効性
３．２．ハザードマップを家庭・地域で確認しあう
３．３．ハザードマップ利用の課題

１

２

３

目 次
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ハザードマップを家庭・地域で確認しあう
（１）ハザードマップを囲んでわが家で防災会議

（２）地域で災害図上演習
・ハザードマップを認識するには災害図上演習が効果的
・地域の事例・・次ページ

（３）動くハザードマップでシミュレーション
・時々刻々変化するアニメーション
・避難のタイミング、避難手段、避難ルート



災害図上演習の歴史

149
2005年
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①地図や図面を用いて被害を自ら考える

②被害を出さないための予防対策を考える

③被害が出た時の対応（初動～復旧）を考える

・防災計画
・人材育成
・ＤＩＧを通じて相互理解と連帯感が生まれる

➡顔が見える関係（組織力の向上）

検討手順

成 果

災害図上演習の概要



地域の事例（福岡市内）
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まとめと発表（被害、予防、対応、備え）
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１．１．被害想定とは
１．２．被害想定の項目
１．３．被害想定の活用上の留意点
ハザードマップ
２．１．ハザードマップとは
２．２．ハザードマップの主な類型
ハザードマップの活用と課題
３．１．ハザードマップの有効性
３．２．ハザードマップを家庭・地域で確認しあう
３．３．ハザードマップ利用の課題
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大川小学校の悲劇とハザードマップ（再掲）

155

ハザードマップの
設定条件

（宮城県沖地震）



明治三陸津波：１５ｍ

死者・行方不明は１９００人（当時の人口２６００人の７３％）
昭和三陸津波：１０ｍ（昭和８年３月３日）

死者・行方不明は９００人以上（当時の人口１８００人の５０％）

万里の長城（田老）は敗北したのか？ １／２



海抜１０ｍ

海抜１０ｍ

津波は海抜１０ｍの防潮堤を軽々と乗り越えた。
建物全壊は大半の１６００棟
死者・行方不明は人口４４００の５％の約２００名（津波情報の敗北）

１０ｍ

１５ｍ

万里の長城（田老）は敗北したのか？ ２／２

毎年３月３日に避難訓練を繰り返していた。



１５ｍ

今後の津波警報について

・南海トラフ地震のマグニチュード決定までは時間を要す。
・震度分布の広がりから、南海トラフ地震だとわかったら、
レベル２津波予測に従って警報を出す。
➡大阪湾、伊勢湾・三河湾にも大津波警報
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お疲れさまでした。

第７講 被害想定とハザードマップと避難


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35
	スライド 36
	スライド 37
	スライド 38
	スライド 39
	スライド 40
	スライド 41
	スライド 42
	スライド 43
	スライド 44
	スライド 45
	スライド 46
	スライド 47
	スライド 48
	スライド 49
	スライド 50
	スライド 51
	スライド 52
	スライド 53
	スライド 54
	スライド 55
	スライド 56
	スライド 57
	スライド 58
	スライド 59
	スライド 60
	スライド 61
	スライド 62
	スライド 63
	スライド 64
	スライド 65
	スライド 66
	スライド 67
	スライド 68
	スライド 69
	スライド 70
	スライド 71
	スライド 72
	スライド 73
	スライド 74
	スライド 75
	スライド 76
	スライド 77
	スライド 78
	スライド 79
	スライド 80
	スライド 81
	スライド 82
	スライド 83
	スライド 84
	スライド 85
	スライド 86
	スライド 87
	スライド 88
	スライド 89
	スライド 90
	スライド 91
	スライド 92
	スライド 93
	スライド 94
	スライド 95
	スライド 96
	スライド 97
	スライド 98
	スライド 99
	スライド 100
	スライド 101
	スライド 102
	スライド 103
	スライド 104
	スライド 105
	スライド 106
	スライド 107
	スライド 108
	スライド 109
	スライド 110
	スライド 111
	スライド 112
	スライド 113: 参考　県内の支援の事例
	スライド 114: 参考　県内の支援の事例
	スライド 115: 参考　後方支援拠点（宮崎県）
	スライド 116: 参考　都城市の後方支援計画
	スライド 117
	スライド 118
	スライド 119
	スライド 120
	スライド 121
	スライド 122
	スライド 123
	スライド 124
	スライド 125
	スライド 126
	スライド 127
	スライド 128
	スライド 129
	スライド 130
	スライド 131
	スライド 132
	スライド 133
	スライド 134
	スライド 135
	スライド 136
	スライド 137
	スライド 138
	スライド 139
	スライド 140
	スライド 141
	スライド 142
	スライド 143
	スライド 144
	スライド 145
	スライド 146
	スライド 147
	スライド 148
	スライド 149
	スライド 150
	スライド 151
	スライド 152
	スライド 153
	スライド 154
	スライド 155
	スライド 156
	スライド 157
	スライド 158
	スライド 159

